
Ａ. 神の存在 
 
私たちの住むこの大宇宙は、原子の世界から宇宙全体に至るまで、あらゆるものが「規則(＝法
則)」に従って存在し、生物体は、植物も動物もその「設計図(＝DNA)」どおりに形造られています。
この「規則」や「設計図」を創った方が、神です。神の存在を確信し、この方がいかに信頼すべき方
であるかを知ることは、クリスチャンの歩みの土台として、とても重要です。 
１．設計の結果か偶然の結果か 

「規則(＝法則)」は、誰かが決めたから存在し、「設計図(DNA)」は、誰かが設計したから存在し
ています。さらに、これらの「規則」が全宇宙共通の規則であることから、規則制定者・設計者は、
一人であるということが分かります。 

初めに      が天と地を      された。（創世記 1:1） 
神は      です。（1 テモテ 2:5） 

 
２．日本語の「神」と聖書の「神」 

日本の文化には、上記の「宇宙の創造者(設計者・規則制定者)」にあたる概念がなく、その存
在をあらわす単語も存在しないため、聖書の翻訳者たちは、苦心の末、比較的近い「神」という
単語をあてました。しかし、日本語では「畏怖や信心の対象」であれば、なんでも「神」と呼ばれ、
人が木や石で作った物や実際に存在していないものまで信心の対象として「神」になることが
ありますので、聖書の神をこのような者と考えると、聖書が分からなくなってしまいます。 

あなたを贖い、あなたを⺟の胎内で        方、主はこう言われる。「わたしは 
           主である。わたしはひとりで天を延べ広げ、ただ、わたしだけで、
地を押し広げた。」      （イザヤ書 44:24 ⇨44:9~24 も読んでみましょう） 

３．進化論について 

現在、学校教育で「進化論」が教えられ、テレビ番組等でもほとんどの場合、進化論的世界観を
前提として語られますが、進化論は、科学の他の分野とは異なり、今に至るまで、※1「誰にも証
明されたことのない」仮説のままであることに留意すべきです。 

神の、目に見えない性質、すなわち神の永遠の力と神性は、世界が創造されたときから 
     を通して知られ、はっきりと認められるので、彼らに弁解の余地はありません。 

                              (ローマ 1:20) 
 
 
 
  

 確 認 
聖書に記されている創造主である神の存在を信じます。 

                 月    日 

※1 山中伸弥氏の言葉 「『大発見』の思考法」より


